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近畿病院図書室協議会の平成７年度第２２回総会は、１９９６年３月２５日に淀川キリスト

教病院オリーブ棟３階会議室において開催された。例年どおり会議に先だち午後１時

から２時まで特別講演があり、「コンピュータ・ネットワークの現状と展望」と題し

て山本隆一先生（大阪医科大学中央検査部助手）がインターネットについて解説された。

午後２時１５分からの総会は出席会員２１機関、委任状の提出５１会員で開催された。白

方誠禰会長の挨拶のあと、議長に笠原廣子（名古屋第一赤十字病院）、副議長に浜口恵

子（高槻赤十字病院）、書記に須井麻由美（三菱京都病院）の各氏を選出し、議案審議に

移った。議案７題はそれぞれ満場一致で可決された。

会長と事務局長は、２月の役員会で選出された牧野尚彦兵庫県立尼崎病院院長が会

長に選出され、小田中徹也現事務局長が再選された。

なお、当日の総会終了後に、３月末をもって定年退職された白方誠禰会長の送別会

を新大阪ワシントンホテル内のレストラン「チャイナ・テーブル」で開いた。会長と

して６年間、会を指導していただいたことに多数の有志で感謝した。

議 案 日 程

議案Ｉ 平成 ７年度活動報告

議案ｎ 平成７年度会計報告・監査報告

議案Ⅲ 平成８年度活動方針

議案Ⅳ 平成８年度事業計画

議案Ｖ 平成８年度予算

議案Ⅵ 役員改選

一小憩一

議案Ⅶ 会長・事務局長承認

議案Ｉ 平成７年度活動報告

はじめに

まず、昨年１月の阪神・淡路大震災によっ

て被災した会員への復旧支援活動は、新年度

の４月からはボランティア参加者の調整、災

害保険への加入、支援受入れ病院への手続き

などの準備を進めた。そして受入れ準備の

整った５月末の２日間、二班に分かれ神戸市

内の２会員へ延べ１２名で配架作業の支援を

行った。またこの震災に関しては、病院図書

室における地震の被害とその対応を記録し、

今後の貴重な資料とするため、会誌『病院図

書室』誌上で２号にわたり特集記事を掲載し

た。さらに、秋には日本社会保険医学会や日

本病院会全国図書室研究会などで関係者が報

告した。

次に、研修会では新年度早々の４月２６日、

大阪府立母子保健総合医療センターにおいて

第７４回研修会を開催し、６月には初心者向け

－６９－
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の勉強会を開いた。続いて７月には第７５回研

修会を兵庫県立尼崎病院において開催し、８

月には大阪府立看護大学附属図書館への見学

会を企画した。秋に入り１１月２２日には第７６回

研修会を公立陶生病院で開催し、今年１月１７

日には大阪労災病院において第７７回研修会を

開催した。また、年次統計調査も例年通り実

施し、９月にはその報告書を会員へ配布した。

このように大震災があったにもかかわらず、

今年度も協議会の継続事業、特に会誌の発行

と研修会の開催が例年どおり実施できたこと

は会員相互協力の賜物であり、大きな成果で

あったといえよう。ただし、懸案の医学雑誌

の目録改定関連については残念ながら事業を

進めることができなかった。これについては

来年度からは外注など会員の負担を軽減する

方向で実現を図りたい。

以上、病院図書室間の協力活動は平常の

「図書館相互協力」において有効であるばか

りでなく、今回の大震災では、災害時におい

ても微力ではあっても有効だったといえよう。

今後、新しい病院図書室の役割を担っていく

ためには、コンピュータ・ネットワークの導

入も視野に入れ、図書館協力をさらに拡大強

化していくことが重要と思われる。

Ｉ － １ 各事業部報告

１．研修部

［第７４回研修会］

日時：１９９５年 ４月２６日（水）１０：００～１６：３０

場所：大阪府立母子保健総合医療センター

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．オンライン検索とＣＤ－ＲＯＭ検索の違い

特にＪＭＥＤＩＣＩＮＥと医学中央雑誌を例に

講師 伊藤 勝

（㈱サンメディア）

２．ビデオ上映 “看護図書館”

３．［医学の基礎知識］母子感染について

－７０

講師 北島 博之

（大阪府立母子保健総合医療センター）

４．看護婦の利用促進のために

利用指導を中心として

講師 首藤 佳子

（星ヶ丘厚生年金病院図書室）

５．日常業務についてのアンケート調査結果

報告

報告

参加者：２１名

研修部

（うち非会員３名）

［第４回勉強会］

日時：１９９５年 ６月２８日（水）１０：００～１６：００

場所：淀川キリスト教病院

会費：５００円

プログラム

１．図書室業務に必要な資料

講師 林 ．伴子

（社会保険神戸中央病院）

２．相互貸借中込業務の基本一講義と実習一

講師 徳田 雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

３．相互貸借受付業務の基本

講師 田中 文子

（済生会兵庫県病院）

４．日常業務についてのＱ＆Ａ

司会 上川菜 々子（大阪労災病院）

助言 山室真知子（京都南病院）

参加者：１４名

［第７５回研修会］

日時：１９９５年 ７月２７日（木）１０：００～１６：３０

場所：兵庫県立尼崎病院

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

ｌ．ＮＡＣＳＩＳについて

講師 米渾 誠

（学術情報センター）

２．複写機 デモンストレーション

（㈱ミノルタ）

３．［医学の基礎知識］災害と心のケア

講師 東原 繁樹



（社 会 保 険神 戸 中 央 病 院 ）

４．図 書 管 理 シ ステ ム ＭａＫＬＩＳマクリスの 紹 介

講 師 石 川 雅 基

（ ㈱三 菱 総 合 研 究 所 ク）＼ｙープ システ ム２１）

参 加 者 ：２５名 （ う ち 非 会 員 １ 名 ）

［施設見学会］

日時：１９９５年 ８月２５日（金）１３：３０～１５：３０

場所：大阪府立看護大学附属図書館

参加者：１１名（うち非会員２名）

［第７６回研修会］

日時：１９９５年１１月２２日（水）１０：４５～１６：００

場所：公立陶生病院

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．公立陶生病院図書室の概要

報告 伊佐治裕子（公立陶生病院）

岩瀬真奈美（公立陶生病院）

２．日本十進分類法新訂９版の看護分野に

ついての評価

講師 山添 美代

（厚生省看護研修センター講師）

３薄口雑誌特集記事データベースの紹介

講師 松下 茂（㈱サンメディア）

湯浅智之（㈱サンメディア）

参加者：１８名（うち非会員２名）

［第７７回研修会］

日時：１９９６年 １月１７日（水）１０：００～１６：００

場所：大阪労災病院

会費：会員 １，０００円 非会員 １，５００円

プログラム

１．単行書の分類：ＮＬＭＣ５ｔｈｅｄ．ついて

講師 松本 純子 （住友病院）

２．複写機 デモンストレーション

（㈱富士ゼロックス）

３．［医学の基礎知識］

クラッシュシンドローム

講師 滝沢 洋之

（社会保険神戸中央病院）

４．効率のよい雑誌管理

－７１
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①雑誌の受け入れ手順について

報告 上川菜々子（大阪労災病院）

②短期貸出利用のための装備とシステ

ム報告 徳田 雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

③長期部署貸出の必要性と問題点

報告 山室真知子 （京都南病院）

座長 熊井亜由美（兵庫県立尼崎病院）

参加者：２６名

［第７８回研修会］

日時：１９９６年 ３月２５日（月）１０：００～１２：００

場所：淀川キリスト教病院

会費：５００円

プログラム［事例・研究報告会］

１．阪神大震災後一年間のあゆみ

井川 美幸（神戸労災病院）

２．製薬会社の文献サービス自粛後の当院の

対応 一 文献依頼統計 －

－ＣＤ－ＲＯＭ使用統計一

山崎 捷子（淀川キリスト教病院）

３．パソコンを利用した相互貸借

成田 元樹（耳原総合病院）

４．図書室の業務報告書（月報）を

作成して

木下久美子（高山赤十字病院）

５．相互貸借の謝絶理由の分析

山室真知子（京都南病院）

座長 林 伴子（社会保険神戸中央病院）

参加者：２６名

今年度は前年度１月に中止したプログラム

の一部を４月に再度企画したために、結果的

には例年より１［亘］多く開催したこととなり、

支出が予算を上回ってしまった。

初めての取り組みとしては、新たな会場設

定があげられる。４月の大阪府立母子保健総

合医療センター、７月の兵庫県立尼崎病院、１１月

の公立陶生病院、１月の大阪労災病院と、い

ずれも研修会会場としては初めての地域での

開催となった。なお、１９８９年から１９９３年まで

毎年１［司開催されてきた名古屋研修会を、通
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常研修会のひとつとして開催したことは、今

年度からの取り組みである。

看護分野についての講義は、図書室利用者

としての看護職への情報提供にどう取り組む

かを、考えるよい機会となった。情報の新媒

体をめぐる動向や、図書室業務の効率化に役

立ちそうな新機器の紹介などを内容に組み込

むことで、以前は手の届かなかった新システ

ムが実現可能となってきたことを知る手だて

となった。資料の分類法については、米国国

立医学図書館分類法（ＮＬＭＣ）が１９９４年に、日本

十進分類法（ＮＤＣ）が１９９５年に、とそれぞれ改訂

されたことを受けて講義を企画した。日常業

務についての素朴な疑問点を意見交換する機

会を設け、さらに複数の図書室を見学するこ

とで、業務の再確認と新発見ができた。

本年も、研修会で使用した資料は研修会終

了後に研修部で保管し、後日、希望があれば

複写して提供した。第７５回からは、研修会の

全内容をビデオ収録している。様々な事情で

研修会参加が困難な会員も研修会をビデオで

視聴可能なので、必要な方は研修部に問い合

わせて頂きたい。

今年度より研修部員として大阪労災病院の

上川菜々子さんが加わり、部員５名による毎

月一回の研修部会議で、様々な会員の要望に

応え得る研修内容をと議論を重ねた。

企画運営が思うように運ぶこともあれば、

充分に議論を尽くしてことにあたったはずの

構想が外れることもある。第７６回では内容の

大幅変更が度重なり、日程も確定せずに会場

提供機関に迷惑をかけてしまった。深く反省

し今後の教訓としたい。

加盟機関が１０６機関にもなり、研修会案内

を発送している非会員数を加算すると研修部

での発送作業量が増大し、発送担当者の負担

が増えている。何らかの対策を講じる必要が

あろう。

次年度は、春の新任者向け勉強会を研修の

スタートとしたいので、関係者の出席につい

てご協力をお願いしたい。

Ｉ－１－２．編集部

今年度は１５巻１号～４号」を発行（１．２

号は合併）した。主な特集記事として、１，

２号で「地震と病院図書室」、３号で「阪神

大震災その後」、４号で「看護と文献」を掲

載した。総ページ数は１７５ページとなった。

今年度を総括すれば主な点は、以下の通り

である。１．編集体制の弱体化 ２．発行の

大幅な遅れ ３．編集方針に基づき誌面作り

に努力した ４．出稿時のフロッピー渡しの

定着化 である。

１．各号の発行日、頁数、発行部数

１５巻１，２号（１９９５／８／１１発行）６７ｐ

１５巻 ３号（１９９５／１１／２４発行）５０ｐ

１５巻 ４号（１９９５／１２／２８発行）５８ｐ

３００部

３００部

３００部

２。発行経費

会誌１５巻１号～４号に要した費用は，

１，１８４，４８０円であった。予算１，２００，０００円に対

して，１５，５２０円，若干の黒字である。これは，

１，２号が編集部の作業の遅れと震災のため

発行が遅れ，合併号としたことがその大きな

原因といえる。

３。広告収入

［年間契約］

厚生社 （Ｂ５１／２） １５（１－２）～１６（１）

２０，０００円

サンメディア（裏表紙）

ナカバヤシ

ペルブック

［単発契約］

ユサコ

（Ｂ５）

（Ｂ５）

（Ｂ５）

１５（３）～１６（２）

８０，０００円

１５（１－２）～１６（１）

３９，２７９円

１４（４）～１５（４）

４０，０００円

１５（１－２）１２，０００円

合計 １９１，２７９円

４。編集体制

部員個々の日常業務量の増大、不安定な勤

７２－



務状況が続く中で、昨年度は部員を増員し、

２グループ制としたが、今年度は部員個々の

更なる業務の増大で２グループ制で編集作業

をおこなうことができなかった。これにより

編集にかかる実務量が増大し、部員にはかな

りの負担となった。

その中でも、出稿時のフロッピー渡しを定

着させることにより、校正や、レイアウトに

かかる労力を大幅に軽減することができた。

このことは、労力の軽減だけではなく、正確

な誌面作りに大きく貢献することとなった。

その他、よりよい誌面作りをめざして、部

内での編集に関する学習会を開催した。

新年度は、部員を新たに増員し、２グルー

プ制も含めた体制の見直しをおこない、作業

内容の省力化など改善をはかっていきたい。

編集会議は、今年度３回、開催日程等は以

下の通りである。

Ｈ７．７．１１ １５巻３，４号の発行について

［淀川キリスト教病院］

Ｈ７．９．２１ 部内学習会、１５巻４号の発行に

ついて［県立尼崎病院］

Ｈ８．２．２３ 総括方針、１６巻１号以降の発行

［県立尼崎病院］

５。編集方針

今年度の編集方針は、「病院図書室に根ざ

して図書館員に身近な記事作りをめざす」で

あった。特集“地震と病院図書室”で図書室

の被災状況やその後の復興について取り上げ、

特集“看護と文献”では、看護婦の利用促進

を取り上げることができた。

来年度の編集方針は、「これまでの方針を

引き継ぐ中で、新たに病院図書室のあり方に

ついても模索していく記事作りをめざす」こ

ととした。具体的には、“病院図書室がおこ

なう患者サービスについで “これからの病

院図書室に求められる図書館員の姿”など取

り上げていきたい。

６。発行について

７３
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１５巻３号の２ヶ月半の遅れを最高に、発行

の遅れが目立った。大きな原因は、編集体制

にある。部員個々の編集業務量の軽減に努力

しながら、定期発行が可能な体制を築いてい

くことが重要である。

了。今後の課題

今後の課題については、これまでにも述べ

てきたが、以下の２点について重点をおいて

取り組んでいきたい。

（１）編集体制の確立

日常業務の増大や、不安定な勤務形態

の中で、定期発行をめざし編集をおこ

なっていくことは極めて困難な状況に

あるが、新年度は新たに部員を増員し、

それぞれの実情を理解しながら協力し

て編集にあたっていきたい。

（２）これからの病院図書室のあり方について

模索

医療環境や図書館、情報関連分野の環

境が大きく変化している。病院図書室

も新しい状況への対応がせまられてい

るといえる。これらの変化の中で求め

られる病院図書室像を誌面上で模索し

ていきたい。

Ｉ－１－３ 統計調査部

【重複雑誌目録の発行】

ａ．調査対象：１９９４年１－１２月発行の重複雑誌

ｂ．作業経過：１９９５．６．１２調査用紙発送

（１００施設）

１９９５．７．２０回答締切

１９９５．９．２２日録発送（ ０４施設）

ｃ．回答施設：３１施設（回答率３０％）

ｄ．タイトル数 ：２６０誌（国内８８種 外国１７２種）

ｅ．印 刷 費：３０００円（１２０部）

【図書室統計調査報告書の発行】

ａ，調査対象期間：（１９９４年４月～１９９５年３月）

ｂ．調 査 項 目 ：施設の現況／図書室施設／



－

‐

‐

－

－
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職員・組織／蔵書／経費／整

理業務／利用者サービス／

相互貸借／二次資料の所蔵

広報活動／視聴覚資料・所

有機器

ｃ．作 業 経 過：１９９５．６．１２

ｄ

ｅ

ｆ

調査用紙を発

送（１０４施設）

１９９５．７．２０ 回答締切日

１９９５．９．２２ 報告書の発送

（１０４施設および病院図書

室ネットワーク関係１５機関）

参 加 施 設 ：７５施設（参加率７２％）

印 刷 費：１０，０００円（１５０部）

＊重複雑誌と年次統計の調査用紙および

その結果を一括して発送した（送料

３１，４７０円）。送料節約のため，来年度

も同じ方法で行いたい。

文献の相互貸借（協議会全体の件数）

一受付一

協議会加盟

協議会加盟外

上記区別無し

合 計

一依頼一

協議会加盟

ＪＭＬＡ加盟館

海外（ＢＬＤＳＣ等）

そ の 他

上記区別無し

１１，４８０件

１，１１６

３９１

１２，９８７件

９，７５４件

１３，７９９

２１

３，６９５

２，７１５

合 計 ２９，９８４件

＊前年度に比べ，受付件数は４５％，中込

件数は３１％の増加となっている。

Ｉ－ ２ 組織活動

１－２－１．幹事会

今年度は、次に挙げた日程で定例６回の幹

事会を開催した。以下、主議題のうち各

事業報告については省略した。

回 日程 会場 主議題

①９５／０４／２０ 淀川キリスト教病院

幹事役割分担、被災会員への支援活動

②９５／０６／０８ 国立京都病院

会員異動の連絡処理

③９５／０８／０３ 星ヶ丘厚生年金病院

各事業活動についてのみ

④９５／１０／０５ 淀川キリスト教病院

パソコン通信の導入化

⑤９５／１２／１４ 国立京都病院

近畿地区医学図書館協議会との協力提

携、パソコン通信の現況、年度末の日程

⑥９６／０２／０９ 淀川キリスト教病院

今年度の事業総括、新年度の活動計画、

総会準備

１－２－２．役員会

平成８年２月２６日、淀川キリスト教病院で

開催した。会長挨拶に続き、事務局と各事業

部から今年度の事業活動について報告があっ

た。そのうち、研修部と会誌編集部の報告に

ついて、一部修正し総会議案書としてまとめ

ることにした。また、来年度の予算案につい

ても若干の補正と新たに予備費を設定するこ

とにした。

平成８年度の会長には、兵庫県立尼崎病院

の牧野尚彦院長を選出し、同じく事務局長に

は国立京都病院図書室の小田中徹也現事務局

長を再選し、第２２回総会に諮ることになった。

１－２－３．会員の状況

会員数：１０６機関（近畿外；３１機関、病院外

；７機関）

７４－



異 動：入会；３機関

内訳（入会順）

２７０４０徳州会野崎病院

２８０２５市立川西病院

２３０１０名古屋徳州会病院

退会；なし

１－２－４．対外交流

近畿地区医学図書館協議会の例会では、第

６２回例会（０４／２８ 滋賀医科大学）へは欠席し

たが、第６３回例会（０７／２８ 京都大学）には事

務局の小田中徹也と幹事の首藤佳子が出席し

た。また、第６４回例会（１０／２７ 京都府立医科

大学）へは事務局の小田中徹也と会員の須井

麻由美が出席した。さらに、第６５回例会（９６

／０３／０１ 関西医科大学）へは事務局の小田中

徹也と幹事の前田元也が出席予定である。今

年度、近畿地区医学図書館協議会では会則の

全面的な改定作業をおこなっているが、当協

議会との協力提携のありかたも会則に反映さ

れるようであり、その明文化について打診が

あった。

さらに、昨年１２月８日には大阪大学附属図

書館生命科学分館において近畿地区医学図書

館協議会主催の第１［ｐ］シンポジウムが開催さ

れた。このシンポジウムには当協議会からシ

ンポジストとして首藤佳子氏が口演するとと

もに、会員からも１３名が参加した。

日本医学図書館協会の第６６回総会（９５／０５／

１８ 聖マリアンナ医科大学）への出席につい

ては、１月末参加申込みの締め切りであった

ため阪神大震災後の見通しも不明のため、出

席を見合わせた。しかし、今年度の日本病院

会全国図書室研究会（０９／２８，２９東京）の後援

名義の使用とシンポジスト派遣については協

力した。また、今年２月１０日、聖路加国際病

院で開催された病院図書室研究会の創立２０周

年記念式典には会長代理として事務局長が祝

辞を述べるとともに、協議会からは幹事２名

がお祝いに列席した。

病 院図 書室 Ｖｏｌ，１６Ｎｏ．２，１９９６

以上、対外交流においても積極的に活動し

た１年であったといえよう。

１－２－５．学会・論文発表

［学会発表］

（１）第１２回医学情報サービス研究大会

（７月 長崎）

Ｌ－ｐａｌ システムの利用を試みて

京都南病院 山室真知子

（２）日本病院会全国図書室研究会

（９月 東京）

シンポジウム「危機管理と司書の役

割」阪神大震災と司書

国立京都病院 小田中徹也

（３）第３３回日本社会保険医学会

（１０月 名古屋）

ミニシンポジウムⅢ「阪神大震災の教

訓一広域災害時における医療体制のあ

り方」阪神淡路大震災における病院図

書室の被害状況

星ヶ丘厚生年金病院 首藤佳子

（４）近畿地区医学図書館協議会第１［亘］シン

ポジウム（１２月 吹田）

シンポジウム「２１世紀における医学図

書館」

ディジタル情報社会における病院図書

室の戦略

星ヶ丘厚生年金病院 首藤佳子

［論文執筆］

（１）山室真知子（京都南病院）

患者図書サービスからみた健康・医療

情報

医学図書館５５（１）：５５－５８，１９９５

（２）山室真知子（京都南病院）

「病院管理フォーラム」

病院における患者図書サービス

－ ７５－
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病院５４（５）：４９８－４９９，１９９５

（３）山室真知子（京都南病院）

文献入手における代行サービスの利用

ほすぴたる・らいぶらりあん

２０（３）：１１０，１９９５

（４）山室真知子（京都南病院）

（患者と医療者のコミュニケーション）

一選択提供か自由閲覧か、病院図書室

解放に課題一

毎日新聞 広域版 １９９５．９．１６（土）

朝刊１０面

（５）小田中徹也（国立京都病院）

種別図書館概況「病院図書室」：近畿

病院図書室協議会

図書館年鑑１９９５年版（日本図書館協会）

（６）小田中徹也（国立京都病院）

病院図書室研究会創立２０周年のお祝い

ほすぴたる・らいぶらりあん

２０（１）：４，１９９６

（７）首藤佳子（星ヶ丘厚生年金病院）

ディジタル情報社会における病院図書

室

ほすぴたる・らいぶらりあん

２１（０２５－２９，１９９６

（８）浜口恵子（高槻赤十字病院）

近畿病院図書室協議会２０年の歩み

病院５４（１０）：９８７，１９９５

Ｉ－３ 会員委託サービスセンター

Ｉ － ３ － １ ＢＬＬＤセンター

（１９９５．２．１～１９９６．２．２０）

本年度は１施設（日生病院）のみの利用で

あった。このリクエストも謝絶のため、クー

７６－

ポンおよび現金の出納はなく双方とも残高は

前年度と変わらなかった。

クーポンの残り枚数 ３３枚

現金残高 ５１，４４０円

議案ｎ 平成７年度近畿病院図書室

協議会会計報告・監査報告

（次 頁）

議案ｍ 平成８年度活動方針

この３年間、病院図書室とりわけ当協議会

にとっては激動の３年間であったといえよう。

すなわち、１９９４年春の製薬業界の営業活動の

自粛と病院図書室への業務的影響、１９９４年秋

の創立２０周年記念事業、そして昨１９９５年１月

の阪神・淡路大震災では多くの会員が未曾有

の災害を被った。一方この間、情報メディア

とコンピュータ・ネットワークは大きく急速

に変貌を遂げ、今日の病院図書室においては

コンピュータを抜きにはサービスや業務を考

えられなくなってきている。このように社会

や情報形態の基盤を揺さぶるような動きの中

で、今後の病院図書室の機能や協議会活動の

形態について、改めて考えてみる必要がある

だろう。

先ず、協議会の継続事業である研修会の開

催と会誌『病院図書室』の発行、年次統計調

査は従来どおり実施する。なお、震災によっ

て中断した総合目録と現行所在目録の改定に

ついては、データ収集、編集方法、データ入

力、発行形態など全面的に再検討し、確実に

継続的に発行できるよう対策をたてなければ

ならない。そのためには編集発行体制を整え、

作業の外注など会員の負担軽減と効率化を図

る。



（収入の部）

病院図書室 Ｖｏｌ，１６Ｎｏ．２，１９９６

平成 了年度近畿病院図書室協議会会計報告

単位＝円

費 目 予 算 額 決 算 額 摘 要

前年度繰越金

会 費

事 業 収 入

会誌購読会費

研 修 会 費

そ の 他

そ の 他

１，０９６，８２２

２，０９０，０００

３９２，５００

（２７０，０００）

（１２２，５００）

１，０９６，８２２

２，０８０，０００

１３７９，０００

（２５８，０００）

（１０９，０００）

（１２，０００）

１９２，１．３５

Ｈ７１０３会員 ２，０６０，０００

入会金 ２会員 ２０，０００

Ｈ７ ４３会員 ２５８，０００

第７３－７７回研修会費，

第４回勉強会会費

会誌バックナンバー売上

広告掲載料

銀行利息

合 計 ３，５７９，３２２ ３，７４７，９５７

７７
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（支出の部） 単位＝円

費 目 予算額 決算額 差引増△減 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌発行費

研 修 会 費

総合目録改版

準備費

その他の事業

資 料 費

雑 費

８５，０００ ５３，３１０ ３１，６９０ 選挙・議案書費用

特別講演謝礼・交

通費

フィルム代，現像料，

封筒印刷代，年賀

状，他

事務局，各部会連

絡，会員宛通信費

監査，幹事会，

各部会，ボランティア，

病図研２０周年参加

会誌１５巻１－４・訂正

紙印刷費，発送費

（１５）１－４，図書券

第７３－７７回研修会

第４回勉強会，見

学会

重複雑誌目録

年次統計調査

ＵｎｉｏｎＣａｔａｌｏｇ

学術雑誌目録

ボランティア保険料

弔電，他

１００，０００ ４８，１２２ ５１，８７８

１２０，０００ ６０，７７０ ５９，２３０

５００，０００ ４０５，０９９ ９４，９０１

１，８４０，０００ １，５１９，９７６ ３０２，０２４

（１，２００，０００）

（２４０，０００）

（１００，０００）

（３００，０００）

１５０，０００

（１，１８４，４８０）

（２９１，０２６）

（Ｏ）

（４４，４７０）

１４６，４５２

（１５，５２０）

（▲５１，０２６）

（１００，０００）

（２５５，５３０）

３，５４８

７８４，３２２ ２５，１３０ ７５９，１９２

合 計 ３，５７９，３２２ ２，２５８，８５９ １，３２０，４６３

－７８－



ていかなければならない。協議会としても会

員担当者のエ ンドユーザーとしてのコン

ピュータ技術の修得と向上のため、研修会や

会誌などの場で系統だてて啓蒙していくこと

が必要である。また、個々の会員の教育だけ

でなく、協議会活動においてもコンピュータ

・ネットワークの導入を検討し、その実現化

に向けて準備を進めたい。

⑩

⑩

⑩

－７９

平成了年度 会計監査

病院図書室 Ｖｏｌ，１６Ｎｏ．２，１９９６

単位＝円

収 入 金 額 支 出 金 額

前年度繰越金

会 費

事 業 収 入

会誌購読会費

研 修 会 費

そ の 他

そ の 他

１，０９６，８２２

２，０８０，０００

３７９，０００

（２５８，０００）

（１０９，０００）

（１２，０００）

１９２，１３５

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会 誌 発 行 費

研 修 会 費

総合目録改定版

準備費

その他の事業

資 料 費

雑 費

翌年度繰越金

５３，３１０

４８，１２２

６０，７７０

４０５，０９９

１，５１９，９７６

（１，１８４，４８０）

（２９１，０２６）

（Ｏ）

（４４，４７０）

１４６，４５２

２５，１３０

１，４８９，０９８

合 計 ３，７４７，９５７ 合 計 ３，７４７，９５７

上記決算については，会計監査を終了しました。

平成８年３月２１日

次に、ここ数年、社会全般あらゆる分野の

組織や個人においてパソコンの浸透はめざま

しいものがあり、業務への導入はもとよりマ

ルチメディアやインターネットなど新しい情

報メディアとテクノロジーが急速に普及して

いる。情報を扱う図書館関係者はその機能や

操作を単に修得するだけでなく、率先して図

書館利用者へのサービスに生かすことを考え

会計監査 伊藤りつ子

松 原 康 子

上川菜々子
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議案Ⅳ 平成８年度事業計画

１

医学文献情報活動の推進

「医学雑誌総合目録」改訂版発行の準備、

現行所在目録の発行

２。教育研修活動の継続

定例研修会・勉強会の開催、諸研究研修

会への案内と参加奨励

３．出版広報活動の継続

会誌『病院図書室』の季刊発行

４．年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査、重複雑誌目

録の作成

５．コンピュータ・ネットワークの導入

パソコン通信への参加準備と具体化作業

議案Ｖ 平 成 ８年度予 算

（次 頁）

議案ＶＩ 役員改選

選挙管理委員により平成７年度役員改選が

行われ、幹事１０名と会計監査２名が選出され

た。新役員は以下のとおりである。

－ ８０－

○幹 事

井川 美幸（神戸労災病院）

大橋真紀子（社会保険中京病院）

木下久美子（高山赤十字病院）

首藤 佳子（星ヶ丘厚生年金病院）

田中 文子（済生会兵庫県病院）

林 伴子（社会保険神戸中央病院）

前田 元也（西淀病院）

松本 純子（住友病院）

山崎 捷子（淀川キリスト教病院）

山室真知子（京都南病院）

○会計監査

伊藤りっ子

松原 康子

上川菜々子

（和歌山労災病院）

（藍野学院短期大学）

（大阪労災病院）

議案Ⅶ 会長・事務局長承認

会長は牧野尚彦氏（県立尼崎病院院長）、

事務局長には小田中徹也氏（国立京都病院司

書）がそれぞれ承認された。

以上をもって第２２回総会を閉会した。



（収入の部）

平成 ８年度予 算案

（支出の部）

費 目 金 額

前年度繰越金

会 費

平成８年度

平成５，６，７年度未納

入会金未納Ｈ５

／／ Ｈ７

事 業 収 入

会 誌 購 読 会 費

平成８年度

平成７年度未納

研 修 会 費

定 例 研 修 会

事 例 報 告 会

勉 強 会

そ の 他

そ の 他

広 告 掲 載 料

１，４８９，０９８

２，１８０，０００

§２０，０００×１０５

＠２０，０００× ３

＠１０，０００× １

＠１０，０００× １

４０１，５００

（２９４，０００）

＠６，０００×４６

＠６，０００× ３

（１０７，５００）

＠１，０００×２５×３

＠ ５００×３５

＠ｌ，０００×１５

１８０，０００

合 計 ４，２５０，５９８

病院図書 室 Ｖｏｌ，１６Ｎｏ．２，１９９６

単位＝円

費 目 金 額 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会誌発行費

研 修 会 費

総合目録改版

準備費

その他の事業

資 料 費

予 備 費

雑 費

８５，０００

１００，０００

１２０，０００

５００，０００

２，１００，０００

（１，３００，０００）

（３００，０００）

（１００，０００）

（４００，０００）

１５０，０００

１，０００，０００

１９５，５９８

選挙費用，議案書

費用，特別講演謝

礼，交通費

振込料，封筒印刷

年賀状印刷，他

事務局・各部会連

絡，会員通知用

役員会，幹事会，

各部会，ＪＭＬＡ近畿

地区例会，他

会誌「病院図書室」

１６巻１－４号印刷，

送料，執筆料

定例研修会３回，

事例報告会，勉強

会

雑誌総合目録改版

（国内・外国編）

年次統計報告Ｈ７年

重複雑誌目録Ｈ８年

現行雑誌所在目録

］ンピュータネットワーク準備

費

医学洋書総合目録

慶弔費，接遇費他

合 計 ４，２５０，５９８
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